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研 究 安
二主二 幸良

講義題 目 (1994年度)

独語学概論 植木迫子

独文学史概説 石原次郎

独 5ロ7五ロ 子ム主，. Landeskunde 植木迫子

独 u，五口 学 中高ドイツ語 清水 誠

独 三日五日 A寸主t. 標準ドイツ語の成立一社会変化と言語変化一 小野光代

独 舌ロ五ロ "F与与 Fachsprache fur Juristen， Wirtschaft1er Franz Schneider 

und in teressierte Germanisten 

独 文 学 Marchen und Bedeutung (2) Michael Haas 

1虫 文 f 主主，. Schreiben und Textproduktion Sigrid Holzer 

独 文 A寸h竺d与ム テクスト読解の基礎 石原次郎

独 文 主f主A K. 1.ガイガーと 18世紀末ドイツ 村田 竜道

独 文 A寸v与h ツエラーンとリ lレケ 相原 勝

独語学演習 独語学の基本 植木迫子

独語学演習 Einfuhrung in die Kognitive Linguistik 植木迫子

独語学演習 西ゲ、ルマン語演習 清水 誠

独語学演習 オランダ語学(1) 清水 誠

独語学演習 Linguistik und Terminologi巴 Franz Schneider 

独文学演習 19世紀半ばのグラビア雑誌 高橋吉文

独文学演習 文学に向き合う読者 石原次郎

独文学演習 Lesen und Sprechen Franz Schneider 
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研究室行事記録

。1994年2月22日に北海道大学文学部301号室において 1993年度卒業論文・修士論文発表会が聞
かれた。

。1994年には、文学部で下記の研究会がもたれた。
• 7月19日 塩谷幸子 iDieExklamativsatze und ihre Position im Satzmodus -systemJ 

林 馨子 iSubjektkontrolle und Objektkon trolleJ 

(留学関係)

。1994年8月に荻原達夫氏がミュンヘン大学から留学を終え帰国した。
。1994年8月に田野中純子氏がミュンへン大学へ留学のため出発した0
@1994年9月に田中 慎氏がパッサウ大学から留学を終え帰国した。

。1994年9月に日前l幸子氏がパッサウ大学から留学を終え帰国した。
。1994年9月に中祢勝美氏がハンブルク大学から留学を終え帰国した。
。1994年9月に清水 誠氏がオランダ・フローニンゲン大学から留学を終え帰国した。

食1994年5月7日に年報の総会が行われ、会長選出、幹事選出、入会報告等が行われた。
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1993年度論文題目

卒業論文

漆山和 仁:ナチス宣伝省による文学の操作と大衆

一一『ホルスト・ヴェッセルの歌』の盛衰一一

瀬 戸 美奈子:カフカのユーモア 一人物の身振りと物語に登場する奇異な存在

田中智美:Michael Ende:“Der Rattenfanger -Ein Hamelner Totentanz" 

新 国 雄 子:アーダルベルト・シュティフター『水品J研究

湯浅英俊:Ein kurztwei1ig lesen von Dil U1enspiegel 民衆本成立についての考察

横井彰子:カフカ『変身』論

吉 田 理 恵:ハインリヒ・ベル『アダムよ、おまえはどこにいた』

一一戦争の中の人間違一一

修士論文

林 馨子:ドイツ語及びオランダ語における動詞繰り上け、について

北海道大学ドイツ語学・文学研究会会則

1. 本会は北海道大学ドイツ語学・文学研究会と称する。

2. 本会はドイツ語学・文学の発展に寄与することを目的とする。

3. 本会は上の目的達成のため下記の事業を行なう。

1) 機関紙「独語独文学科研究年報」を毎年1回発行する。

2) 合評会、研究会、講演会等を随時行なう。

4. 本会員は北海道大学文学部独語・独文学研究室の教官・院生(学生も含む)ならびにその趣旨に

賛同するものによって構成される。

本会員は上の活動の遂行のため所定の会費を支払う。

本会は 1名の会長と若干名の幹事をおく。幹事は会計および編集委員を兼任する。

本会の会計年度は毎年4月1Bに始まり 3月31日をもって終わる。

本会の事務所は北海道大学文学部独語独文学研究室におく。

本会に賛助会員をおく o
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